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【この事例の特徴】 

安心して暮らせる医療環境をつくるため、地域の保健・医療・福祉の情報連携ネットワーク整備を目指

して、「宮古市医療情報連携ネットワーク協議会」を設立した。また、医療機関、介護関係等が保有する

診療情報、介護情報等をオンラインで共有するためのシステム「みやこサーモンケアネット」を開始した。 

 

地域概要 
 
総人口： 

65 歳以上人口： 

75 歳以上人口： 

要介護(要支援)認定者数： 

地域包括支援センター数： 

第5期介護保険料： 

57,575 人 

18,323 人(31.8%) 

9,767 人(17.0%) 

3,439 人(18.8%) 

1 ヵ所 

5,104 円 

      

 

 

背景・経緯 

【背景】 

 当市は平成 17 年及び平成 22 年の市町村合併により広大な市域を有するようになり、それまでも課題

とされていた在宅医療の推進がより広域的に必要となったことに加え、介護従事者の人材不足に起因

する課題に対応するために、さらには、東日本大震災による被災者支援を目的とした地域包括ケアシ

ステムの構築が求められている。 
 

取り組み内容と方法 
 

 高齢化に伴う地域医療の充実を図り、総合的な保健・医療・福祉サービスの連携構築のため、平成 20

年、地域医療保健推進監を新設した。また、同じ時期に、県立宮古病院に、宮古地域医療連絡協議

会が設立され、地域の保健、医療、福祉の連携システムが始まった。 

 しかし、平成 23 年の東日本大震災の発災により、宮古地域医療連絡協議会の機能が滞ってしまう事

態に陥り、高齢者を取り巻く地域のコミュニティや生活環境も一変してしまった。 

 このようなことから、宮古市の医療・介護がさらに連携を強化する必要性が生じたため「宮古市医療情

報連携ネットワーク協議会」を設立し、「宮古市医療情報連携ネットワーク・みやこサーモンケアネット」

の運用が開始された。このシステムは医療機関、介護関係等が保有する診療情報、介護に関する情

報等をオンラインで相互に共有し、連携を図ろうとするものである。 

 加えて、介護予防指導員、高齢者指導員、介護保険相談員を積極的に配置し、地域包括支援センタ

ーを直営としたことで、庁内の福祉・保健担当課との連携をスムーズに行い、迅速かつ正確な業務に

当たれるものとした。（現在、サブセンター1 ヵ所、ブランチ 10 ヵ所で運営） 



  

 

宮古地域医療連絡協議会の設立 

 

 

宮古市医療情報連携ネットワークの全体図 

 
 



  

 

取り組みの成果と課題 
 

【成果】  

 現在、医療と介護の連携は「宮古市医療情報連携ネットワーク協議会」の下部組織であるシステム部

会の中の「医療と介護の連携委員会」で積極的に行われている。 

 同協議会の事務局が医師会にあったことから、医師との連携及び薬剤師、訪問看護、ケアマネ、中核

病院の副総看護師長・ソーシャルワーカー、保健所、社会福祉協議会、行政（介護保険課、地域医療

保健推進監等）の参加があり、連携のための協議が積極的に行われている。 

 この協議により医療機関関係者に、「(退院後)在宅となってからの介護・看護の実態」について理解を

得ていただいたり、サーモンケアネットを利用した連携の方法や、医療・介護のお互いが異なって認識

していた部分についての修正が行われている。 

【課題】 

 「医療と介護の連携委員会」により、ようやく医療と介護の連携強化が始まったが、この話し合いの成

果を市全体に広め、また連携の必要性を関係者全員に如何に浸透させていくかが、今後の展開に向

けての課題である。 

参考 URL、連絡先 
 

 宮古市 保健福祉部 介護保険課 

http://www.city.miyako.iwate.jp/kaigo/kaigo_hokenka_top.html 

0193-62-2111 


